
　２００７年度に小中一貫教育に着手
したつくば市では、２０１２年度から、
全小・中学校が中学校区ごとに１５学
園に分かれ、本格的な小中一貫教育
に取り組んでいる。同時に、文部科
学省の教育課程特例校の指定を受け
て、次世代型カリキュラム「つくば
スタイル科」を導入した。つくば市
教育局総合教育研究所の毛利靖所長
は、そのねらいをこう説明する。
　「小中一貫教育では、９年間の学び
に連続性を持たせることが重要です。
本市では、以前から主に『総合的な
学習の時間（以下、総合学習）』で、
協働学習などの実践・研究を進めて
きたことを踏まえて、それらの取り
組みを体系化した『つくばスタイル
科』を創設しました。そして、『２１
世紀型スキル』＊などを基に、筑波大
学やインテルと共同で構築した『つ
くば次世代型スキル』（図１）を、『つ

くばスタイル科』で育みたい資質・
能力として打ち出しました」
　「つくばスタイル科」（学年により
年間３４〜１１５時間）は、総合学習や
外国語活動のすべての時間と、生活
科・特別活動・道徳の一部の時間を
充て、７分野（環境、キャリア、歴史・
文化、健康・安全、科学技術、国際
理解、福祉）に関する、子ども主体
の「発信型プロジェクト学習」を行う。
学習のプロセスは、①Ｉｎ（課題発見）、
②Ａｂｏｕｔ（情報収集、交流、協働）、
③Ｆｏｒ（提案・発信）の３つで構成
されている（図２）。
　「重視しているのは、子どもが協働
しながら課題を解決する学びです。
学年が上がるにつれて活動内容を高
度化させ、９年間のスパイラルで『つ
くば次世代型スキル』が身につくよ
うにしています」（毛利所長）
　また、小学１年生から外国語活動
も行い、９年間で体系的に学べるよ
うにして小・中を効果的に接続し、「つ
くば次世代型スキル」の１つである
「言語活用力」を育成している。

　２０１６年度からは、「つくばスタイ
ル科」だけでなく、各教科の授業に
おいても「つくば次世代型スキル」
の育成を始めた。
　「２０１６年度には義務教育学校がス

茨城県つくば市プロフィール
◎ JAXA など約 300 の研究機関を有する
最先端科学都市。約 120 か国の外国人が
住む国際都市でもある。ジオパークに認定
された筑波山などの自然・歴史も豊か。

人口　約 23.1 万人　面積　283.72㎢
公立学校数　小学校 36 校、中学校 14 校、
義務教育学校１校
児童生徒数　約 19,600 人
電話　029-867-1080（総合教育研究所）
URL　

事例1 次期学習指導要領のキーワードの実践

http://www.tsukuba.ed.jp/~souken/
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次世代に求められる資質・能力を定義し、
「プロジェクト学習」を通じて育成
茨城県つくば市
ICT機器を活用した先進的な教育で名高い茨城県つくば市は、2012年度から、小中一貫教育を完全実施するとともに、
「つくば次世代型スキル」を「つくばスタイル科」という独自の教育課程を通して育てる教育活動に取り組んできた。
さらに、2016 年度には、各教科の授業でも「つくば次世代型スキル」を育成する研究と実践を始めた。
次期学習指導要領の方針に通じる、その先進的な取り組みを紹介する。

＊　世界の教育関係者らが立ち上げた国際団体「ATC21s」（The Assessment and Teaching of 21st Century Skills）が提唱する概念で、グローバル社会を生き抜くために必
要な力を指す。4 つの分野に分けられた 10 のスキルから成り、「創造力とイノベーション」「コミュニケーション」「情報リテラシー」「個人と社会における責任」などがある。
＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです。

施策の概要

総合学習を発展させた
「つくばスタイル科」を創設

教科学習への展開

「つくばスタイル科」を応用し、
教科学習の学びを深める

「つくばスタイル科」などで子ども主体の学びを取り入れ
「つくば次世代型スキル」を育成

つくば市教育委員会の施策

教育局
総合教育研究所所長

毛利　靖
もうり・やすし

つくば市内の小・中学校
教諭、指導主事、教頭な
どを経て、現職。2007 年
度文部科学省優秀教員。



タートし、本市の小中一貫教育も完
成期を迎えました。そこで、次の段
階として、次期学習指導要領で重点
が置かれている『資質・能力』の育
成を、教科学習でいかに行うかとい
う研究に着手しました」（毛利所長）
　その前年にあたる２０１５年度には、
学園ごとに９年間の学びを見直し、
「どの教科、単元、授業で、どのスキ
ルを伸ばすか」といった観点で年間
指導計画を作成。それを基に、各教
科の授業で「つくばスタイル科」の
３つのプロセスを応用した問題解決
型学習を取り入れている。
　「授業づくりで最も大事なのは、子
どもが自分の頭で考えて、問題を解
決する学び、すなわちＩｎ・Ａｂｏｕｔ・
Ｆｏｒの流れをスパイラルに展開する
ことです。もし、教科の授業でアク
ティブ・ラーニングの導入が思うよ
うに進まないと感じたら、総合学習
が問題解決型になっているか見直し
た方がよいと思います」（毛利所長）
　学習課題の提示の仕方も工夫する。
例えば、８年生（中学２年生）の社会
科の授業では、「自分なら松平定信と
田沼意次の政治のどちらを選ぶか」
という課題を提示し、子どもの主体的
な学びの場面を工夫していたという。
　また、問題解決型学習に欠かせな
いのがＩＣＴ機器だ。同市は、２０１１
年度にタブレット端末の配備を始め

（現在は各校に４０台ずつ）、全教科の
デジタル教科書、協働学習や家庭学
習の支援ツールといったＩＣＴ環境を
整えてきた。
　「文部科学省が示した資質・能力の
３つの柱は、教員が一方的に教えて
覚えさせる指導では身につきません。
探究のプロセスが大切で、その実践
においては、クラス全員の考えをタ
ブレット端末で共有して協働学習を
促したり、電子黒板を使って分かり
やすくプレゼンしたりなど、ＩＣＴ機
器が不可欠なツールだと位置づけら
れています」（毛利所長）
　同市ではＩＣＴ機器の活用事例集を
作成したり、各種コンテンツをクラ
ウドで共有したりと、授業のノウハ
ウを市全体に効果的に広めている。
現在では、子ども自身が各場面でど
のＩＣＴ機器を使うとよいか選んで、
活用できる状態までになったという。

　取り組みの成果は、文部科学省「全
国学力・学習状況調査」の結果に表
れている。例えば、同市立春日学園
義務教育学校では、全国平均に比べ、
Ａ問題も高かったが、Ｂ問題では１５
ポイント以上も高かったという。

　「市内の他校でも遜色のない結果が
出ています。また、小学６年生より
中学３年生の方がさらによい結果が
出ていることから、問題解決型学習
の積み重ねで着実に『つくば次世代
型スキル』が高まっているという手
応えを感じています」（毛利所長）
　同市では、毎年、市内全小・中学
校を対象としたプレゼンテーション
コンテストを開くなど、必要なこと
を自分で考えて調べたり、自分の考
えを分かりやすく発表したり、友だ
ちの意見を傾聴したり、また英語で
プレゼンテーションをしたりする機
会が多い。その中で、子どもたちは
取材力や発表力、傾聴力、英語力な
どを身につけ、発揮している。
　市ではまた、学びの一層の充実を
目指し、カリキュラム・マネジメン
トの観点で教育活動を見直している。
その重要な材料の１つが、教員や児
童・生徒、保護者へのアンケートだ。
市全体では年１回、各学園独自では
年２回実施し、学校教育目標の見直
しや指導改善に生かしている。
　「現在、市教委では、次期学習指導
要領での資質・能力の３つの柱と、『つ
くば次世代型スキル』との対応表を
作成中です。思考ツールやルーブリッ
ク評価なども今後さらに積極的に取
り入れて、より深い学びを支援して
いきたいと思います」（毛利所長）
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「つくば次世代型スキル」図 1 「発信型プロジェクト学習」のプロセスと活動例図２
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＊つくば市教育委員会提供資料を基に編集部で作成。 ＊つくば市教育委員会提供資料を基に編集部で作成。
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特集

成果と展望

資質・能力を発揮しながら
様々な場面で伸び伸びと学ぶ



　つくば市立吾妻学園小学校は、吾
妻学園中学校とともに「吾妻学園」
として教育改革を進めてきた。
　同学園では、９年間を通して「つ
くば次世代型スキル」を効果的に育
成するため、小中合同の研究体制を
構築。両校の校長・教頭・教務主任
による三者部会の下、教科ごとに授
業改善に取り組む「知の部会」や、
特別活動や道徳の活動を検討する「心
の部会」などを設置している。
　「つくばスタイル科」では、市の『単
元プラン集』を基に発信型プロジェ
クト学習を実施しているが、各校が
テーマを自由に設定できる「サテラ
イト活動」（年間１０時間）では独自
の活動を行う。例えば、６年生で
は、外国語活動と連動させ、修学旅
行先の鎌倉で外国人観光客にインタ
ビューを行ったりしている。
　同学園の取り組みの特徴は、「つく
ばスタイル科」と並行して、２０１３
年度から、他校に先駆けて教科学習
においても「つくば次世代型スキル」
を育成している点だ。研究主任の大
山喜裕先生は次のように語る。

　「学びの手立てを工夫することで、
各教科の授業でも『つくば次世代型
スキル』は育てられると考えました」
　各教科では小・中９年間の系統性
に着目し、「つくば次世代型スキル」
の中からそれぞれの重点スキルを検
討して、「次世代型ＡＺＵＭＡプラン」
を作成。教科共通の重点スキルとし
て、国語、社会、算数・数学、理科、
生活科、外国語活動・英語では「言
語力」、その他の教科では「協働力」
を設定し、それらの育成のための具
体的なテーマや手立てを決めて、授
業で実践している（図３）。
　「本学園の子どもは知的な関心・意
欲が高い一方で、自分の考えを論理
的に説明したり、他者の考えを受容
して自分の考えを深めたりすること
に課題があります。そこで、言語力と
協働力に重点を置き、伝える力を伸
ばしたいと考えました」（大山先生）

　教科学習で重点スキルを育成する
例を、社会科の授業で見ていこう。
社会科では、「討論型学習」を通して、
「言語力」「問題発見力」「ＩＣＴ活用力」

の３つの重点スキルを育成している。
　「社会科の授業では、社会的事象を
理解した上で、必然性のある課題を
提示し、討論を通して価値判断や意
思決定をする経験を積んでいきます。
小学校段階ではまず、『賛成・反対』
などの意見を持たせることから始め
て、中学校段階ではよりよい政策立
案のためにお互いの意見をすり合わ
せるなど、より高度な議論に発展さ
せていきます」（大山先生）
　例えば、５年生では「公害防止と
経済成長のどちらを優先すべきか」
というモラルジレンマ的な課題を与
え、賛成か反対かの意見を持たせた
上で、立場の違いによって価値判断
や意思決定が異なる場合があること
を理解させる。そうしたテーマで考
えて、話し合う中で、社会に参画す
る意識が高まると考えている。
　そして、９年生（中学３年生）で
は、「サンフランシスコ平和条約に賛
成か反対か。当時の国民になって考
えよう」という課題で、当時の国際
情勢や日本の状況、各国の考えなど
を調べて考察し、グループで討論す
る。このように学年に応じた課題を
設定して、教科の学習内容の理解を
深めるとともに、言語力をはじめと
する資質・能力を育んでいく。

◎ 1979（昭和 54）年開校。つくば駅にほど近い、
つくば市中心部に立地。学園経営目標に「未来に
向かい、たくましく生きる児童生徒の育成」を掲
げて、教育活動を展開。

校長	 矢口和子先生
児童数	 516 人
学級数	 21 学級（うち特別支援学級４）
電話	 029-851-7101
URL http://www.tsukuba.ed.jp/~azuma/
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市の施策を受けた取り組み

「言語力」「協働力」を
教科共通の重点スキルに設定

教科学習での資質・能力の育成

子ども向けルーブリックで
目指すスキルを確認させる

小・中９年間の系統的な指導を通して、
各教科で重点化された資質・能力を育む

つくば市立吾妻学園小学校の実践

教諭

大山喜裕
おおやま・よしひろ

研究主任、５学年主任。
教職 15年目。筑波大学
大学院で社会科教育を
学び、授業では討論型授
業を実践。

＊プロフィールは２０１７年３月時点のものです。



　各教科の授業では、重点スキルご
とにルーブリックを作成して評価す
る。また、教科共通の重点スキルで
ある「言語力」「協働力」について
は、児童生徒用ルーブリック（図４）
も作成・配布。子どもたちはそれを
クリアフォルダに入れて机に常備し、
授業中にいつも確認している。
　「例えば、社会科の５〜７年生の

ルーブリックでは、言語力のＡ評価
規準として『３つ以上の資料を関連
づけながら考え、考えたことを相手
に伝え、理解してもらうことができ
る』としています。子どもたちはこ
れを見て、３つ以上の資料を使おう
と頑張って調べます」（大山先生）
　また、最近では、ベン図やXチャー
トなどの思考ツールも積極的に活用

し、思考を深めている。
　こうした教育活動を支えているの
が、小中合同の研究体制だ。９年間
の学びを系統的に進めるため、月 1
回の学園研修のほか、教科ごとに放
課後に集まったり、電話で連絡を取
り合ったりして綿密に打ち合わせを
行い、小・中の物理的な壁の克服に
努めている。他方で、選択と集中の
視点を持つことも大切だという。
　「９年間を通して、すべてのスキル
について、どの単元や授業で育てる
かを網羅的に検証し、ＰＤＣＡサイク
ルを回すのは労力的に困難です。そ
のため、重点スキルを決めて、集中
的に取り組んでいます」（大山先生）

　一連の取り組みの成果は、言語力
や協働力の伸びに表れている。例え
ば、２０１６年度の６年生の社会科で
は、言語力の評価項目を取り組みの
前後で比較したところ、Ａ評価の児
童が５４％から７０％に増えた。
　「他教科の授業や学級活動などでの
発言を聞いていても、相手に理由や
背景をきちんと伝えて説明したり、
意見が対立した際に双方のよいとこ
ろを取り入れようと話し合ったりす
る姿が見られます」（大山先生）
　今後は、小学校英語の教科化によ
る授業時数の増加にも対応し、カリ
キュラムを柔軟に見直していく。
　「保護者アンケートの結果では、『言
語力』と『協働力』を重点テーマと
する教育について前向きな評価をい
ただいていますので、引き続き継続
していく予定です。今後も選択と集
中の視点で本学園が目指す方向性を
明確にし、『子どもファースト』で資
質・能力を育むカリキュラムを編成
したいと思います」（大山先生）
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言語力をつけるための社会科のスキル表（児童生徒用ルーブリック）図４

重点スキル育成のための具体的テーマと手立て（抜粋）図３

教科 社会

身につけ
たい力

言語力
（自分の考えを正しく相手に伝え、おたがいの考えを理解し合いながら、話し合う力）

Ａ（よくできる） Ｂ（できる）

８～９年
相手の意見のよさや立場を受け入れ、自
分の考えを深めたり、新たな価値や疑問
を見いだしたりすることができる。

相手の意見のよさや立場を受け入れ、自
分の考えを深めることができる。

５～７年
課題を調べるときは、3 つ以上の資料を
関連づけながら考え、考えたことを相手
に伝え、理解してもらうことができる。

課題を調べるときは、いくつかの資料を
関連づけながら考え、考えたことを相手
に伝え、理解してもらうことができる。

3～４年
調べて分かったことを資料やデータをつ
かって、友だちが理解できるように、伝え
ることができる。

調べて分かったことを資料やデータをつ
かって、分かりやすく伝えることができる。

1～2年
じぶんがわかったことや気づいたこと、お
もったことを文や絵にかいたり、はなした
りできる。

見たり、きいたり、かんじたりしたことを
文や絵にかいたり、はなしたりできる。

教科共通の重点スキルである「言語力」「協働力」について、児童生徒用ルーブリックを９教科すべてに
ついて作成し、子どもたちに配布している。上記は、「言語力」についての「社会科」のルーブリックを一
例として紹介した。
＊吾妻学園小学校提供資料を基に編集部で作成。

教科 教科ごとの研究テーマ 具体的な手立て 授業例

国語

相手の立場や考えを尊重し、
論理的な構成や展開を考え
ながら表現することができる
子どもの育成

課題解決のための言
語活動を位置づけた
学習過程の工夫

説明的文章を要約する際、内容
を的確に理解し、自分の考えを
簡潔にまとめて伝える力を養うた
め、話し合いを活用。（８年生）

生活
・
社会

討論型学習を通した表現力
の育成を目指して

表現ツールの活用に
よる討論型学習の充
実

自治体によってごみの分別方法が
異なることを学んだ後、どの市町
村の分別方法を支持するかグルー
プで討論。（４年生）

算数
・
数学

比較検討を通して、数学的
な見方や考え方を高める児
童・生徒の育成

学習課題の工夫によ
る、比較検討場面の
充実

かけ算の筆算の学習で、おはじ
きを使ったり図を描いたりして計
算し、それぞれの方法のよいとこ
ろなどを話し合う。（３年生）

生活
・
理科

科学的な見方や考え方を基
に相手に分かりやすく説明す
ることができる児童・生徒の
育成

科学的思考力を高め
るための意見交流の
充実

電磁石の性質を調べるため、各
自が様々な条件を制御して実験を
行った後、発表したり、自由に質
問に行ったりした。（５年生）

外国語

コミュニケーションを支える
正しい言語力を身につけ、互
いの考えを伝え合おうとする
児童・生徒の育成

ロジカルトーキング
につながる言語活動
の充実

外国人向けの国内旅行プランをグ
ループで考え、実際にお客さんに
英語で説明できるよう言語活動を
行う。（８年生）

＊吾妻学園小学校提供資料を基に編集部で作成。

次期学習指導要領を読み解く
特集

成果と展望

選択と集中の視点で
カリキュラムを見直す


